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目的  

spatial string tensionに対するAbelianゲージ場やmagnetic monoploeからの寄
与を明らかにすること。 
 

内容と経過 

非閉じ込め相でとされている相転移温度以後の領域においても 

０にならない量としてspatial string tensionが知られている。 

この量に対しAbelianゲージ場やmonopoleの配位が 

寄与するかは自明ではない。 

そこで有限温度SU(2) ゲージ理論において特定のゲージで 

ゲージ固定をしない場合でのspatial string tension に対し 

Abelianゲージ場やmagnetic monopoleの 

振る舞いについて調査した。  

 利用した計算機 HPC server 
  


